
※ なお「高血圧治療ガイドラインJSH2014年」では、利尿剤が第1選択薬
から除外される予想（2011年には　β遮断剤　が除外されている）
A B / C D　　→　　A / C D　　→　　A / C　　という流れ
（※ここでの　/　は、55歳ラインを意味する）

■　ARB　には　ACE阻害剤　を超える効果はない
「ARB＋ACE阻害剤　併用」も「ACE阻害剤増量　単独」　と同じ
　ARBはACE阻害剤が副作用で使用できない場合に限る
（ジェネリックが発売されるまで）
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5 5 歳 以 上5 5 歳 未 満

2013.06（2014.07改）

推奨薬剤

2剤併用療法

推奨薬剤

第1選択薬 Ca拮抗剤／利尿剤ACE阻害剤
（アムロジピン錠、ニトレナール錠、
シルニジピン錠、ベニジピン錠）

／ナトリックス錠

ACE阻害剤＋Ca拮抗剤／利尿剤 Ca拮抗剤／利尿剤＋ACE阻害剤
（アムロジピン錠、ニトレナール錠、
シルニジピン錠、ベニジピン錠）

／ナトリックス錠＋エナラプリル錠

エナラプリル錠

／ナトリックス錠

（アムロジピン錠、ニトレナール錠、
シルニジピン錠、ベニジピン錠）

エナラプリル錠＋

3剤併用療法

推奨薬剤

ACE阻害剤＋Ca拮抗剤＋利尿剤
（アムロジピン錠、ニトレナール錠、
シルニジピン錠、ベニジピン錠）

エナラプリル錠＋ ＋ナトリックス錠


